
「南海トラフ地震臨時情報」は、南海トラフ沿いで
異常な現象を観測された場合や地震発生の可能
性が相対的に高まっていると評価された場合等に、
気象庁から発表される情報です。

平成29年11月11日の南海トラフ地震に関連する情報の運用開
始後，臨時情報（巨大地震注意）が初めて発表されました。
8月8日
　17時00分　南海トラフ地震臨時情報（調査中）発表
　17時30分　評価検討会開催
　19時15分　臨時情報（巨大地震注意）発表

8月9日～15日　南海トラフ地震関連開設情報を毎日発表
8月15日17時00分　政府としての特別な注意の呼びかけ終了

2024年8月8日16時42分頃，宮崎の東南東30kmの日向灘で深さ
30km，M7.1の地震が発生しました。南海トラフ地震の想定震源域内
で発生したこの地震により，宮崎県で震度6弱，宮崎県南部山沿いで
長周期地震動階級3を観測し，16時52分に愛媛県宇和島沿岸，高知
県，大分県豊後水道沿岸，宮崎県、鹿児島県東部，種子島・屋久島地
方に津波注意報が発表されました。
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2024 年 8 月 8 日 16 時 42 分頃日向灘の地震
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令和６年８月８日16時43分頃の日向灘の地震について
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　　　 ※留意事項は以下リンクからご確認ください。

報は、以下のページでご確認ください。
www.jma.go.jp/ bosai/ map.html#contents=earthquake_map

www.jma.go.jp/ bosai/ map.html#contents=estimated_intensity_map

初めて発表された南海トラフ地震臨時情報
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内閣府：南海トラフ地震対策

気象庁：令和６年８月８日16時43分頃の日向灘の地震について

地震発生から
最短2時間後

南海ト ラフ地震臨時情報
（ 巨大地震警戒）

・ 日頃からの地震への備え
の再確認に加え、 地震が
発生したらすぐに避難す
るための準備

・ 地震発生後の避難では
間に合わない可能性のあ
る住民は事前避難

要配慮者を考慮し、
事前避難を実施

・ 日頃からの地震への備え
の再確認に加え、 地震が
発生したらすぐに避難す
るための準備

・ 大規模地震発生の可能性
がなく なったわけではな
いことに留意しつつ、 地
震の発生に注意しながら

通常の生活を行う。
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  「南海トラフ地震臨時情報」は、南海トラフ沿いで異常な現象を観測された場合や地震発生の可能性が相対的に高まっていると評価された場合等に、気象庁

から発表される情報です。情報名の後にキーワードが付記され「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」等の形で情報発表されます。

  気象庁において、マグニチュード6.8以上の地震等の異常な現象を観測した後、5～30分後に南海トラフ地震臨時情報（調査中）が発表されます。その後、

「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の臨時会合における調査結果を受けて、該当するキーワードを付した臨時情報が発表されます。

  政府や自治体から、キーワードに応じた防災対応が呼びかけられますので、呼びかけの内容に応じた防災対応をとってください。

気象庁　南海トラフ地震に関連する情報の種類と発表条件
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